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　朝来市埋蔵文化財センター

　「古代あさご館」１はじめに
　史跡・竹田城跡は、1431（永享３）年に但馬守護・山名持豊の命で築城が開始され（口碑）、1585

（天正 13）年に城主となった赤松広秀により総石垣の主郭が整備された、日本屈指の山城です。1600

（慶長５）年の廃城後も、地元・竹田地域の人々の手で大切に守られてきましたが、2004（平成 16）

年に発生した台風 23 号によって、古城山および竹田城下町は甚大な被害を受けました。赤松広秀の居館

跡推定地をぬけ、広秀の供養塔を避けるような形で居館東南隅石垣を破壊し、法樹寺へなだれ込んだ土石

流と境内の惨状は、いまも現地に大きな傷を残しています。

　このたび、朝来市では、この石垣について保存・修復をはかることとなりました。この事業にあたり、

台風 23 号で被災していない箇所についても実態を明らかにすることで、全体としてより良い保存修復を

はかるべく、事前に発掘調査を行うこととなりました。
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第 1 図：赤松氏居館跡推定地における発掘調査の成果

居館跡からみつかった遺物の年代は概ね

16世紀後半～ 17世紀前半代。 竹田城

が廃城になったあと、 すごいスピードで

野原 ・田畑になったんだ。 明治6年の

竹田地区を描いた絵図では、 耕作地とし

て描かれているよ！

２赤松氏居館跡推定地とは～過去の発掘調査より～
　朝来市教育員会では、2006（平成 18）年～ 2008（平成 20）年にかけて発掘調査を行っていま

す。そこでは、赤松氏が平時に身を置いた居館を区切る石列や礎石の一部、当時の虎口石垣などを確認

しています。

３今回の調査について
　【調査区の位置】

　　・赤松広秀供養塔西側

　　・平成 19 年度発掘調査で見つかった

　　　石垣の延長線上　

　【おもな遺構】

　　・石垣・石垣よりも古い時期の流路

　【おもな出土遺物】

　　・染付磁器・施釉陶器・土師器小皿ほか

第 2 図：算木積みの模式図
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写真 1：石垣の北側立面

写真２：裏込のようす（西より）

４わかったこと
【石垣の構築】

①石垣の下部には、土砂災害による流入

　土がある。

②①の流入土よりも下層で検出した流路

　から 16 世紀後半代　～ 17 世紀前半

　期に使用された土師器小皿が出土した。

③平成 19 年度の調査で発見した石垣と

　の関連性が現状では認められない。

④石の積み上げ方が、基本的な方法とは

　異なっている。

【石垣の構築時期】

少なくとも今回の調査地区内に含まれる石

垣は、赤松氏時代のものとはいえない。

【石垣を積み直した時期】

裏込部分に、明確に後世の所産といえる遺

物が混入していないため、現時点では「廃

城後間もない江戸期」と考えられる。

【石垣を積んだのは】

専門の集団ではない。積み方自体、応急処

置的な様相を呈している。

上の写真と比較してみよう！

５今後について
今回の発掘調査箇所内の石垣は、古式穴太

積みではないことが分かりました。しかし、

これもまた竹田城が歩んできた道であり、

城を大切にしてきた地元の人々の歴史でも

あります。この事実を後世に伝えるため、

今後は、この遺存石垣を適切に

保存しつつ、台風の被害に遭った

箇所を中心に保存・修復を図ります。


